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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源に接続される給電線を有し表面が絶縁体で覆われた略平行な略線状の一対の支持体
と、前記給電線に接続されて前記給電線からの電力供給により発光する光源を有する略平
板状の灯体とを備え、前記灯体は、前記一対の支持体の間に配置されるもので前記一対の
支持体に対向する両側縁部に前記灯体の平面に平行で前記支持体の長手方向に垂直な軸を
介して回動可能に連結された棒状の支持部を有し、前記支持部は前記支持体を嵌合させる
下向きの溝を長手方向に形成し、さらに前記溝開口内に前記支持体が挿入されることによ
り前記絶縁体に食い込んで前記給電線に接触し前記支持部と前記給電線とを電気的に接続
する接触手段を有する照明装置。
【請求項２】
　電源に接続される給電線を有し表面が絶縁体で覆われて略平行に張設された略線状の一
対の支持体と、前記給電線に接続されて前記給電線からの電力供給により発光する光源を
有する略平板状の灯体とを備え、前記灯体は、前記一対の支持体の間に配置されるもので
前記一対の支持体に対向する両側縁部に前記灯体の平面に平行で前記支持体の長手方向に
垂直な軸を介して回動可能に連結された棒状の支持部を有し、前記支持部は前記灯体が前
記一対の支持体に挟持されるように前記支持体を嵌合させる外向きの溝を長手方向に形成
し、さらに前記溝開口内に前記支持体が挿入されることにより前記絶縁体に食い込んで前
記給電線に接触し前記支持部と前記給電線とを電気的に接続する接触手段を有する照明装
置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来（例えば特許文献１参照）、平行に張設された２本の電線間に接続した複数の灯具
を備えた照明装置があった。
【特許文献１】実公平４－４６３２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、灯具がスポットライトであるため、広く均一な配光が困難であり、また平行電
線と灯具との間を導体アームで連結する必要があるため、器具構成が複雑で取付け容易で
なかった。またスポットライトの長手方向が光の照射方向であるため、光の照射方向を変
える場合に灯具の重量をバランスするためのバランスウエイトが必要であり、このため灯
具が大型化し構造が複雑化した。
【０００４】
　したがって、この発明の目的は、広く均一な配光を可能とし器具構成が簡単で取付け容
易な照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の照明装置は、電源に接続される給電線を有し表面が絶縁体で覆われた略平行
な略線状の一対の支持体と、前記給電線に接続されて前記給電線からの電力供給により発
光する光源を有する略平板状の灯体とを備え、前記灯体は、前記一対の支持体の間に配置
されるもので前記一対の支持体に対向する両側縁部に前記灯体の平面に平行で前記支持体
の長手方向に垂直な軸を介して回動可能に連結された棒状の支持部を有し、前記支持部は
前記支持体を嵌合させる下向きの溝を長手方向に形成し、さらに前記溝開口内に前記支持
体が挿入されることにより前記絶縁体に食い込んで前記給電線に接触し前記支持部と前記
給電線とを電気的に接続する接触手段を有する。
【０００６】
　この発明の別の照明装置は、電源に接続される給電線を有し表面が絶縁体で覆われて略
平行に張設された略線状の一対の支持体と、前記給電線に接続されて前記給電線からの電
力供給により発光する光源を有する略平板状の灯体とを備え、前記灯体は、前記一対の支
持体の間に配置されるもので前記一対の支持体に対向する両側縁部に前記灯体の平面に平
行で前記支持体の長手方向に垂直な軸を介して回動可能に連結された棒状の支持部を有し
、前記支持部は前記灯体が前記一対の支持体に挟持されるように前記支持体を嵌合させる
外向きの溝を長手方向に形成し、さらに前記溝開口内に前記支持体が挿入されることによ
り前記絶縁体に食い込んで前記給電線に接触し前記支持部と前記給電線とを電気的に接続
する接触手段を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明の照明装置によれば、灯体が略平板状をなすため広く均一な配光が可能となる
とともに、バランスウエイトや導体アームを必要とする従来例と比べて器具構成が簡単に
なり、灯体を支持体に取付け容易になる。灯体に支持される支持部を灯体の両側縁に沿っ
て設けているため、灯体が回動することなく安定して支持することが可能である。
【００１０】
　灯体を一対の支持体間に挟み込んで支持するようにすると、特別な機構の追加なしに、
上下方向や支持方向の揺れによる灯体の落下を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１３】
　この発明の第１の実施の形態を図１から図３により説明する。すなわち、この照明装置
は、支持体１ａ、１ｂと、灯体２からなる。
【００１４】
　支持体１ａ、１ｂは、導体７を有する線状の剛体例えばワイヤであり、表面が絶縁体８
で覆われている。支持体１ａ、１ｂは略水平姿勢で平行に配線され張力が掛けられている
。導体７は給電線の役割を果たし、その一端は電源装置（図示せず）に接続され、一方の
支持体１ａが高圧側となり他方の支持体１ｂが低圧（コモン）側となる。
【００１５】
　灯体２は、四角形の略平板状であり、電力供給により発光する例えば有機ＥＬランプユ
ニットなどの光源３を有し、灯体２の周縁部を除く表面全体に発光面を形成している。灯
体２の両側縁に沿って支持部４を配置し、支持部４を灯体２に回動可能に連結している。
すなわち、灯体２の両側縁の中央に軸５を突設し、支持部４に軸受孔１５を形成し、軸５
に軸受孔１５を嵌合し、抜け止め手段で抜け止めすることにより連結している。また軸５
は光源３と電気的に接続され、軸５を介して支持部４と電気的に接続されている。これに
よって、灯体２が支持体１ａ、１ｂに対して機械的に保持されかつ電気的に接続されてい
る。
【００１６】
　支持部４は溝を形成することより形成した断面コ字形であり、溝開口６が下向きとなり
、その一側片の中央に軸受孔１５を形成している。支持部４の溝開口６内に支持体１ａ、
１ｂが挿入されることにより支持部４が支持体１ａ、１ｂに安定に支持される。軸５と軸
受孔１５との嵌合は摩擦係止可能な構成とし、灯体２は支持部４に対して回動した位置で
停止することができる。また、支持部４の溝開口６内に支持体１ａ、１ｂが挿入されるこ
とにより絶縁体８に食い込んで導体７に接触する接触手段により支持部４と導体７とが電
気的に接続される。
【００１７】
　この実施の形態によれば、２本の支持体１ａ、１ｂを平行に張り、各支持体１ａ、１ｂ
に支持部４を載せるように置くことで灯体２の設置および点灯が可能となる。このため、
灯体２を支持体１ａ、１ｂに容易に取付けることができる。灯体２は平板状であるため、
面発光できるので、広く均一な配光が可能となる。また灯体２の支持部４と光源３を軸５
を介して機械的かつ電気的に接続しているため、２個の支持部４がそれぞれ回動可能とな
るため、灯体２を支持体１ａ、１ｂに対して回動することができ、灯体２の照射方向を任
意の角度に変更することができる。
【００１８】
　軸５は灯体２の両側縁の中央に設けているため、灯体を傾けても重量バランスを容易に
とることができる。
【００１９】
　支持体１ａ、１ｂは低電圧回路の場合絶縁体が必要でないが、絶縁体がない場合には、
支持部４と支持体１ａ、１ｂとが直接接触するので電気接続が容易になるとともに、支持
部４を支持体１ａ、１ｂに対してスライド移動可能となり、照射箇所を容易に変えること
ができる。
【００２０】
　また支持体１ａ、１ｂは灯体２の大きさに合わせて自由に配置できるとともに、支持部
４を灯体２の周縁部に配置しているため灯体２をより薄くすることができる。
【００２１】
　この発明の第２の実施の形態を図４および図５により説明する。すなわち、第１の実施
の形態において、支持部４の溝開口６が灯体２の両側縁の外方に向き、軸受孔１５を溝開
口６と反対側に形成している。また支持体１ａ、１ｂは張力が掛けられて、その張力で灯
体２を挟持している。　
【００２２】
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　この実施の形態によれば、平板状の灯体２を支持体１ａ、１ｂで挟み込んでいるため、
特別な機構の追加なしに上下方向や灯体２の支持方向の揺れによる落下を防止することが
できる。その他は第１の実施の形態と同様である。　
【００２３】
　なお、想像線で示すストッパ９を支持体１ａ、１ｂに設けると、支持体１ａ、１ｂを垂
直姿勢にすることも可能となる。
【００２４】
　この発明の第３の実施の形態を図６から図８により説明する。すなわち、第１の実施の
形態において、支持体１ａ、１ｂは断面コ字形の略剛体の柱状体により構成し、内面に沿
って給電線となる電極１１を設け、コ字開口１０を相対向している。
【００２５】
　灯体２は両側縁が支持部４を兼用し、支持部４が支持体１ａ、１ｂ内にスライド挿入さ
れ、これにより灯体２が支持体１ａ、１ｂ間に位置決め支持される。また支持部４の中央
に電極１２を設け、電極１２と光源３とが電気的に接続されている。
【００２６】
　支持部４が支持体１ａ、１ｂ内にスライド挿入されると電極１１、１２同士が接触し、
電源から電力が電極１１、１２を通して光源３に給電可能となる。灯体２の裏面には着脱
操作用のつまみ１４を凹設している。
【００２７】
　支持体１ａ、１ｂを長く形成するとともに、支持体１ａ、１ｂを吊り下げ部材１３によ
り吊り下げると、複数の灯体２を共通の支持体１ａ、１ｂに支持することができる。
【００２８】
　図９はつまみ１４を凸形状にした形態を示す。
【００２９】
　この実施の形態によれば、略剛体の支持体１ａ、１ｂを用いているため、強固に灯体２
を保持することが可能である。電源の供給が支持体１ａ、１ｂの内部で行われるため、充
電部が露出することがない。つまり、低圧、高圧によらず照射箇所を任意の位置に変える
ことができる。またつまみ１４などの操作部を設けていると照射箇所を容易に任意に変え
られる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この発明の第１の実施の形態の斜視図である。
【図２】その分解斜視図である。
【図３】灯体を支持体に対して回動した状態の斜視図である。
【図４】この発明の第２の実施の形態の斜視図である。
【図５】灯体を支持体に対して回動した状態の斜視図である。
【図６】この発明の第３の実施の形態の分解斜視図である。
【図７】灯体を支持体に支持した状態の斜視図である。
【図８】その裏側からみた斜視図である。
【図９】つまみの別の形態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００３１】
１ａ　　支持体
１ｂ　　支持体
　２　　灯体
　３　　光源　
　４　　支持部
　７　　導体
　８　　絶縁体
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